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地方における華僑コミュニティの形成と展開
―熊本県在住華僑の生業と暮らしの民族誌―
The Formation and Development of Chinese Community in  
Local Cities of Japan:









































































































































































16） 中国料理福新楼 HP，2021年 3月 24日閲覧。






























18） 『夕刊フクニチ』1955年 1月 16日付。















































































































27） 『朝日新聞』，夕刊，2004年 2月 7日付（聞蔵Ⅱビジュアル）。それに先立って，熊本を全国にアピールする名物
として，2001年 12月に太平燕を紹介するホームページが地元の有志によって作られ（『朝日新聞』，朝刊，2002年






































（『民族藝術学会誌 arts/』　VOL. 37，2021年 3月）で明らかになった葉祥明の考えは，華僑が「華僑」の概念を実
に多様にとらえていることを示している。
32） 林一族については，林康治氏（1930年生）へのインタビュー（2019年 2月 16～17日）およびその自伝『報恩感
謝』（熊本日々新聞，1996年），林継発氏（1936年生，2019年 8月 22日に熊本ご自宅でのインタビュー），林祥増





































































































45） 2019年 8月 22日に行われた林継発氏へのインタビューによる。


















































































52） 『日本新聞』，2016年 9月 16日付。


































55） 5人中の 4人は会楽園（薛氏が 1933年に創業），中華園（趙氏が 1933年に創業），紅蘭亭（葉氏が 1934年に創業）



















熊本 3 11 10 1 1 1  6 33
人吉 1  3  1  5
牛深 1 2  4  7
本渡 3  1  2  6
水俣  1  1






































57） 許淑真「新華僑の生成と日本華僑社会の変容」『摂南学術』シリーズ B第 5号，1987年，30頁。
58） GHQは 1945年 10月 31日付の覚書によって，中国大陸出身者は連合国国民として定義されたが，台湾出身者の
身分はあいまいなままだった。戦後の生活難のなか，台湾出身者の法的地位のいかんで当事者の生死にかかわるも












































61） 鄭則賢氏へのインタビューは，北九州市で開催された旅日福建同郷会期間中の 2019年 5月 13日に行われたもの
である。

































































































































































　また，2019年 2月 23日に南山大学で行われた中部人類学談話会第 247回例会において，「日本
における福建出身華人の移住・定住戦略―家族誌のアプローチから」を報告させていただいた。コ
メンテーターの沼崎一郎先生（東北大学）をはじめ参加者の諸先生から大変有益なコメントをいた
だいた。この場を借りて感謝申し上げる。
　なお，本研究は JSPS科研費 19K01212（代表者　張玉玲）の助成を受けたものである。
